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１．工事概要  

 氷点下以下に管理した建屋内タンクの耐震補強をセメント系材料の巻き立てによって施工した.タンクの耐

震補強はレベル 2 地震動に対して転倒のみを考慮した対策とした.施工時の制約が厳しく,施工中も室温が常

時氷点下であり,屋内入り口からタンクまでの最大距離は 60m 程度ある.また,タンク内容物の温度上昇の制約

もある.そこで-10℃環境でも硬化し,且つ練り混ぜ場所から長距離圧送可能なセメント系断面修復材である吹

付工法のテクノショット工法急硬タイプ（テクノクリート施工研究会専用工法）を採用した.検討段階でセメ

ント硬化熱によるタンク内容物の温度上昇を解析し,試験施工ではモルタルの施工性と硬化性状およびタンク

内容物の温度を測定し,適用性を判断した. 

２．施工条件の概要 

耐震補強の概要は高さ h＝15,105㎜,φ8,850㎜のステン

レス製平底円筒形貯蔵タンクに対して,底版から平均高さ h

＝1,205㎜,厚み t=150㎜をモルタルで吹付ける巻き立て工

法である.巻き立て部分の一体性とひび割れ対策を図るた

め,増し厚部分に D16 の鉄筋を配置後,湿式吹付け施工を行

った.耐震補強概要を図－1に示す. 

施工時の主要制約を以下に示す。 

① 室内の温度は常時氷点下の環境で t=150 ㎜の厚付けが

可能であること. 

② タンク内容物に硬化熱の影響が生じないこと（タンク

内容部が 10℃程度で数時間継続しないこと）. 

③ モルタルの練り混ぜは屋外で実施し,モルタルの圧送

距離は約 60m可能であること. 

④ コテ仕上げが可能でモルタルの最終強度は 21.0N/㎜ 2以上確保出来ること. 

３．テクノショット工法急硬タイプの特性  

テクノショット工法急硬タイプ 1)は粉体のカルシウムアルミネート系の急硬性混和材をプレミックスした

材料である.セメント,砂,混和材および繊維等がプレミックスされている.練り混ぜ温度に応じて凝結遅延剤 

 図―2 テクノショット急硬タイプのシステム 
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図－1 耐震概要図 
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を練り混ぜ,水に適正量添加することで可使時間をコン

トロールすることができる.図－2にシステムの概要を示

す.流動性に優れ,φ1.5 インチの耐圧ゴムホースで 60m

程度の水平圧送が可能である.ダマカットミキサーでこ

れらプレミックス材料を練り混ぜた後,スクイズポンプ

でノズルまで圧送する.ノズルの先端で厚付けが可能と

なるよう液体の添加剤をモルタルに添加し,コンプレッ

サーの圧縮空気により吹付ける. 

４．試験施工と結果 

 モルタルの簡易断熱特性値と施工環境から温度解析を

実施し,タンク内容物の温度上昇の影響がないものと判

断し,現地にて試験施工を実施した.サブタンクの一部に

型枠を設置し,□— 1,500㎜×1,374㎜の形状に t＝150㎜

厚のモルタル吹付け施工性を検討した.またステンレス

試験水槽を新たに設置し,試験水槽内に実際のタンク内

容物を入れてモルタルの硬化熱による内容物の温度履歴

を確認した.サブタンクの試験状況と試験水槽の概要お

よび温度分布を図－3～5に示す. 

図－3 よりサブタンクへの吹付け試験施工では約 60m

の圧送が可能で厚付け性,コテ仕上げ性なども問題ない

ことを確認した. 

図－5 より吹付け施工開始時間は,温度測定開始後約

300 分,吹付け施工完了は約 500 分である.モルタルの最

高温度は約 560 分で 32.5℃,タンク内の内容物の温度は

約 1,200分で表面側 1.6℃,内部－3.0℃程度であった.モ

ルタルの硬化熱による影響は少ないものと判断した. テ

クノショット急硬タイプの圧縮強度は,コア抜きによる

方法を採用し,材齢 114日で 40N/㎜ 2以上の強度を確認し

た.主要タンクの巻き立て後の写真を図－6 に示す.ひび

割れも少なく,適正な施工が実施できた. 

５．まとめ 

-10℃という条件下でもセメント系材料で巻き立て工

法による耐震補強が可能であった.当初の要求性能は全

て満足している.現在同工法にて随時主要タンクの耐震

補強を実施している. 
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図-3 サブタンクの試験施工 

 

図－4 試験水槽の概要 

 

図－5試験水槽の温度推移 

 

図－6施工完了状況 
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